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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

ここれれままでで，，““電電荷荷密密度度波波((CCDDWW))””状状態態ををししめめすす TTaaSS33,,  NNbbSS33 ななどどをを用用いいてて微微小小なな電電気気--機機械械振振動動素素子子（（MMEEMMSS ままたた

はは NNEEMMSS とと呼呼ばばれれるる））のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

CCDDWW はは，，異異方方的的なな電電気気伝伝導導体体特特有有ののフフェェルルミミ面面のの不不安安定定性性((パパイイエエルルスス不不安安定定性性))にに起起因因ししてて，，電電子子密密度度ととフフォォ

ノノンンががフフェェルルミミ波波数数のの 22倍倍のの波波数数でで周周波波数数 00のの疎疎密密波波をを作作るる巨巨視視的的量量子子状状態態でですす。。CCDDWW状状態態でではは，，電電子子密密度度がが超超

格格子子構構造造をを組組んんだだ電電子子結結晶晶をを作作りりまますす。。電電子子結結晶晶はは，，通通常常のの固固体体結結晶晶とと同同じじくく弾弾性性やや剛剛性性がが生生じじるるたためめ，，電電子子物物

性性とと機機械械特特性性のの間間にに強強いい相相互互作作用用をを持持っってていいるるとと期期待待さされれまますす。。  

相相互互作作用用ががよよりり強強いい物物質質系系をを見見つつけけるるここととががででききれればば，，MMEEMMSS//NNEEMMSS をを単単純純ににかかつつ小小型型化化・・集集積積化化でできき，，量量子子

力力学学・・熱熱力力学学ななどどのの基基礎礎物物理理のの実実験験やや，，生生体体・・医医療療へへのの応応用用がが考考ええらられれまますす。。ここれれままででにに，，図図にに示示すすよよううなな CCDDWW

ナナノノ振振動動子子をを作作成成しし，，電電子子物物性性--機機械械特特性性間間のの相相互互作作用用のの測測定定をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究 
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電子子素素子子のの温温度度特特性性測測定定・・評評価価  

・・  

・・  
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